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研究成果の概要（和文）：本研究では、具体的なカリキュラムマネジメントの方法を明らかにし、それらの方法
を体系化した上で、実践のためのハンドブックを開発した。
　教育目標の設定・共有、評価を核としたマネジメントサイクル、教科横断的なカリキュラム編成と実施、パフ
ォーマンス課題を活用した教科のカリキュラムづくり、集合型の教員研修や校内研修の方法などの具体的な方法
を開発し、これらの方法を統合する全体構造を示した。また、構造モデルに基づき学校の実践を評価するツール
を提案し、他の手法との比較において特色を明らかにすると共に、カリキュラムマネジメントの実態把握をし
た。

研究成果の概要（英文）：   After a detailed study of curriculum management, the various methods 
involved in it have been systematized for the development of a practical handbook.
   We developed concrete methods involving setting and sharing of educational goals, the management 
cycle with an emphasis on evaluation, cross curriculum, construction of subject curriculum that 
employs performance tasks, and teacher training. We presented a comprehensive structural model to 
unify these methods and suggested tools for evaluating curriculum management, the characteristics of
 which were later determined by a comparative analysis. Using these evaluation tools, the reality of
 curriculum management was investigated.

研究分野：カリキュラムマネジメント、カリキュラム論、学校経営学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 わが国のカリキュラムマネジメント
(Curriculum Management、以下「CM」と
略)論は先行した教育課程経営論や欧米の「学
校を基礎としたカリキュラム開発（SBCD）」
論を基盤としながらも、教育課程基準の大綱
化・弾力化が実現し、さらには自律的な学校
経営の基盤が整ったとされる 1998 年前後に
創設された新しい論と把握される。論の創設
の直接的契機は「総合的な学習の時間」の導
入であったが、各教科における言語活動の充
実化や道徳教育の一層の充実などを求める
2008年改訂学習指導要領の実施においては、
学校課題の解決をはかり学習指導要領の趣
旨を教育課程と授業において実現するため
の理論と方法として、学校現場における必要
感は高まっていた。それに応えるため、独立
行政法人教員研修センターを始め各地の教
育委員会や教育センター等において、CMを
テーマとする教員研修が実施されてきたが、
学校現場における認知度や意識的な実践度
は低調であった。研究開始当初は、学習指導
要領改訂に向けた議論において、CMが鍵概
念として取り上げられつつある状況であっ
たため、学校現場において、CMの考え方の
理解を促進し、自校の実践を分析し戦略策定
し、適切な方法論を選択・活用することを支
援できるような体系的な参考書が必要とな
ることが十分に予想された。 
 研究代表者は、これまでも代表者として二
度の科研費助成を受け、CMの力量に関する
研究、CMを促進する教員研修の内容・方法
の開発研究等に取り組み、学術論文や学会発
表の他、教育雑誌、あるいは集合型教員研修、
ホームページ等に研究成果を公表し、教育委
員会や学校における CMの定着・促進に貢献
してきた。なかでも、CMの理論構造モデル
（田村 2005,2009）を活用した、研修者によ
る実践分析の手法の開発や、マネジメントサ
イクル各段階において学校の教職員の参画
を促すワークショップ型の校内研修の開発
等は実用的なものであり、学校における活用
例も漸増していた。 
 しかしながら、教科横断的なカリキュラム
のマネジメント、各教科・領域別の CMの方
法論の区別に基づいた体系化には十分至っ
ていなかった。また、新学習指導要領が目指
す資質・能力の育成、コンピテンシー・ベー
スのカリキュラム開発などの議論はその途
上であり、学校組織改革やコミュニティ・ス
クールの拡大化などといった学校組織運営
面での変動も予想される状況にあり、それら
の変動を前提として、従来の研究の蓄積も改
めて問い直される必要性があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は次の通りである。①わが国
の CMの実態、即ち各学校での実践化の特性
や課題を明らかにする。②CM上の課題解決
に寄与する個別具体的な方法論を検討・開発

する。③それらの方法を体系化する。④学校
や教育委員会で使用可能な実践支援ツール
を開発する。⑤CMの考え方と方法をまとめ
た実践的なガイドブック（最終的には「ハン
ドブック」とした）を開発する。 
 
３．研究の方法 
 研究方法は、研究メンバーの専門性に基づ
き、カリキュラム開発、カリキュラム評価、
学習評価、CMへの関係者の参画促進、教員
研修、教育課程行政などを研究対象として、
訪問調査、学校や教育委員会等との共同研究
開発、質問紙調査などを組み合わせて行った。 
 
(1)研究目的①（実態把握）に応じて、平成
27 年度は A 市立小中学校を対象とした、質
問紙調査を実施した。平成 28 年度は、教員
研修受講者を対象とした質問紙調査を実施
した。量的な調査だけでは把握が困難な質的
な実態については、訪問調査や学校との共同
研究開発の過程において把握した。 
(2)研究目的②（具体的な方法論の検討・開
発）に応じて、国内外の文献研究や国内外の
学校訪問調査を実施した。学校や教育委員会
との共同研究を遂行した。 
(3)研究目的④（支援ツールの開発）に応じ
て、学校や教育委員会との共同研究により、
研修方法やカリキュラム開発方法、CM評価
手法等の開発と実証を行った。 
(4)研究目的③（方法の体系化）及び研究目
的⑤（ハンドブックの開発）に応じて、研究
会議を複数回開催し、相互の知見を持ち寄り、
議論を重ねた。 
 
４．研究成果 
(1) 研究目的①（実態把握）に応じて実施し
た A 市立小中学校を対象とした質問紙調査
において（平成 27年度）、多くの学校が課題
としている内容が明らかになった。主な課題
は、次の通りである。特定の教員による教育
課程編成、教科書通りの指導に精一杯の教員、
パフォーマンス評価など多様な学習評価の
実施、学校の実践の良さや成果を共有するシ
ステム、地域の人材・素材の積極的な活用、
教育課程に関わる評価への児童生徒の関与、
総合的な学習の時間の指導、教員の多忙（以
上、50%以上の学校の課題）。教育目標達成状
況の評価、教育課程表式における一覧性、次
年度の改善に役立つ記録、年度当初の評価計
画作成、全国学力・学習状況調査の結果の活
用、概念や原理を理解させる息の長い指導、
児童生徒の意見やアイデアを取り入れた授
業づくり、研修時間の確保、地域の人材・資
源の組織的管理、学習指導要領改訂など政策
動向の学習、相互批判的も厭わない議論の実
施（以上、30%-49%の学校が否定的回答）。
これらの課題は、訪問調査や共同開発研究に
おいても確認されることが多い課題であっ
た。 
 研究目的④とも関わり、より項目数を限定



したチェックリスト方式の質問紙を作成し、
教員研修受講者を対象とした調査を実施し
た(平成 28 年度)。ここで課題と認識された
のは、一覧性の高い教育課程様式、各教科の
関連性を意識した授業実践、次年度の改善に
役立つ記録、学校外の施設の積極的利用、研
修機会の積極的利用などであった。現在、多
変量解析を用いた詳細な分析を進めており、
今後もチェックリストの改善を図っていく。 
(2)研究目的②（具体的な方法論の研究）に
応じて、次のような方法に関する事例研究や
開発研究を行った。一覧性が高く教科横断的
な年間指導計画、系統性や学習課題等を構造
的に示す単元構想図などカリキュラム関係
文書の開発・工夫とそれを活用したマネジメ
ント。パフォーマンス課題や「本質的な問い」、
ルーブリックなどを活用した教科のカリキ
ュラムづくり。アクティブ・ラーニング実践
のための CM。CM の各局面（実態分析と課
題設定、グランドデザイン作成、授業研究、
行事や年間指導計画の評価・改善、校内環境
整備など）における多様なワークショップ型
研修。各教科等と現代的課題諸課題との関連
分析。共有ビジョンの共創過程。CMを普及・
促進するための教員研修プログラム。学校図
書館の活用。生徒による授業研究やカリキュ
ラム評価への関与。 
(3)研究目的④（支援ツールの開発）に応じ
て、学校や教育委員会との共同研究により、
研修方法やカリキュラム開発方法、CM評価
手法等の開発と実証を行った。特に、CMに
おいては評価段階が中核であるにも関わら
ず、学校は課題を抱えているため、カリキュ
ラム内容だけでなく組織的運営までを評価
対象とした CM評価ツールについては、複数
の手法を試行・比較検討する調査を実施し、
各手法の特徴を明確化し、評価目的や評価主
体、組織等に適合的な評価手法を、実践者が
選択・組み合わせするための提案を行った。
中でも研究代表者が開発したカリキュラム
マネジメント・モデルを利用した実践分析手
法は、枠組みを提示することにより研修効果
や戦略策定には有効であるが、モデル自体の
理解など要するコストが大きいことが明ら
かになったため、コストを減じる支援ツール
として、モデルに基づく簡易的なチェックリ
ストを開発した。これらの支援ツールは、研
究代表者のウェブサイトでも公開しており、
既に複数の教育センターや校長会、学校等よ
り、これらを活用した研修や実践研究の実施
の報告を受けている。 
(4)研究目的③（方法の体系化）及び研究目
的⑤（ハンドブックの開発）に応じて、『カ
リキュラムマネジメント・ハンドブック』を
公刊した。内容は、学習指導要領改訂との関
連における CMの意義や考え方、多様な教育
課題に対応する CM、CM の全体像、目標の
マネジメント、マネジメントサイクル、教科
横断的なカリキュラム編成、教科のカリキュ
ラムづくり、総合的な学習の時間・道徳・特

別活動・スタートカリキュラムづくり、「チ
ームとしての学校の在り方」の議論を踏まえ
た組織体制、教育課程行政による支援とその
活用、CMの理解を促進する教員研修、学校
における CM実践を推進する校内研修、であ
る。これらについて、理論や考え方と共に、
具体的な手法や実践事例を示した、総合的な
ハンドブックである。本書は、各学校や教育
委員会の取組に役立つよう、新学習指導要領
の趣旨を実現するために不可欠な三つの側
面を踏まえた編集を工夫した点にも特徴が
ある。 
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日本カリキュラム学会、昭和女子大学（東
京都）、2015 年 7月 4日 – 2015 年 7 月 5
日 
⑥ 田村知子、カリキュラムマネジメントへ
の子どもの参加の可能性、日本カリキュ
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⑦ 村川雅弘，田村知子，根津朋実，本間学、
カリキュラムマネジメントの評価手法の
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28 日  
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